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研究成果の概要（和文）：本研究は、教師の熟達とキャリア形成過程について、教師力としての教育的タクトに
注目し、日本とドイツの学校を歴史人類学的方法で比較研究したものである。教職の熟達過程において、授業実
践、生徒指導、学級経営それぞれで働く教育的タクトは、決して独立したものではなく、教育活動の基底におい
て連携して働く関係にあることが、日独それぞれの学校での教育活動およびそれぞれの活動で必要とされる能
力・技能の分析を通して明らかになった。教師力養成のためには、予測的感知を核とした経験把握の構造化に基
づいたプログラムを編成することが肝要であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This project offers a theoretical analysis of the school teacher’s mastery 
process from the viewpoint of pedagogical tact as practical judgement based on comparative survey 
using the historical anthropological method. The following was clarified through the analysis of 
functioning of tact; 1) The professional development process of teaching jobs, the educational tact 
worked in classroom practice, student guidance and classroom management are never independent, but 
also its function of each activities are in a relationship to work in cooperation on the basis of 
educational activities at schools. 2) In order to train teacher skills, it is essential to organize 
a training program based on the predictive sensing, that grasps the structure of experiences. 

研究分野： 教育学
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１．研究開始当初の背景 
喫緊の教育課題への対処にあたって、組織

ぐるみの対応が求められる現代、教師に必須
の専門性や実践力の中身は変化してきてい
る。また、教員の年齢構成の劇的変化を受け
て、若手教師の系統的・継続的なキャリア形
成方法も新たな課題を抱えている。しかし、
授業実践、学級経営、生活指導などそれぞれ
に必要とされる能力や教育術について研究
が個別に進められてきているだけで、教師の
仕事全体に通底する教師力を教職熟達度の
観点から、教師としてのキャリア形成過程全
体を視野に入れ系統的に支援する体制は確
立しているとはいえない。教師の熟達研究と
しては、実践経験の反省・分析に着目した
Reflective Practice 研究がある（D.Schon 
1983, S. Brookfield 1998, G. Bolton 2010）。
また、歴史・文化人類学的手法で授業実践や
教育活動における行為を演劇的行為やパフ
ォーマンスと捉え、相互のやり取りや役割行
動における言語や身体の多重的・複層的な意
味を記号論的に分析する一連の研究がある
(R.Winckel 2002, Ch.Wulf 2001/2007, 
E.Liebau 2005, J.Zirfas 2005/2013)。そのな
か で 教 育 的 タ ク ト (Herbart 1802/1806, 
Blochmann 1950, Muth 1962)は、実践の渦
中において実践者が自己自身と距離を置い
て観察する象徴的かつ役割演技的能力であ
り、また身体や感情を総合する行為能力や行
為の術であるとして、再びその重要性見直さ
れている。また、タクトは脳研究や心理学、
音響学など隣接する人間諸科学でも関心が
高まり共同研究が進んでいる（鈴木晶子
1990/2006/2010, Zirfas 2012)。以上成果を踏
まえ、本研究ではタクトの観点から人類学的
手法による教育実践のパフォーマンス分析
を養成プログラムに組み込むことで、教師の
ヴィジョン形成や熟達度を調査し、教師力養
成を調査・研究することとした。 
 
２．研究の目的 
本研究は教育活動一つ一つで必要とされる
教師の教育術を連繋させて働く教師の専門
性及び実践力（教師力と総称）について、教
育的タクト（教育的判断力・教育術）を軸に、
教師のキャリア形成の観点から、日独で人類
学的手法による学校フィールド調査を実施
し、教職熟達度を指標化することにより教師
力養成プログラムを構築するものである。具
体的には以下の３点に集約される。 
１）日独それぞれの小学校の学校日常におい
て教師が行う総ての教育活動を総覧し、授業
実践、学級経営、生活指導などそれぞれの教
育活動において必要とされる教師力を抽出
し、教育活動と求められる教師力との相関マ
ップを作成する。また、必要とされる教師力
の抽出と系統化を行う。 
２）様々な教育活動を構成している教師力の
特質が、初任者から熟達者へと経験を積むな
かでどのように変化していくかを明らかに

することにより、経験値を向上させていくメ
カニズムを解明する。教師自らがその教育活
動の振り返りにおいて、経験した事柄から何
に力点を置いて記憶し、経験の意味をそこに
見出すかなど、経験知の蓄積と智恵の深まり
の関係について、聞き取り調査、教師自らに
よるパフォーマンス分析を通して明らかに
する。これにより、経験値向上に効果的な要
因の特定と教職熟達度の指標化を行う。 
３）自らの教育実践をどのように振り返り、
どのような観点を設定し、経験を活かすかと
いう、経験振り返りを通したパフォーマンス
分析法を取り入れた、教師力養成プログラム
の開発を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
歴史・文化人類学的手法でパフォーマンス分
析やパフォーマティブ教授法の開発をこれ
まで行ってきた実績をもとに、日本とドイツ
それぞれの学校でフィールド調査を実施し、
それぞれの学校について教育活動総覧マッ
プを作成し、求められる教師力の具体を分析
する。また、教師自身に、自己の教育実践に
おける行為を、象徴的・役割演技的な行為と
して捉え、認知、身体、感情、場の質的側面
に着目して振り返る、パフォーマンス分析の
方法を、ワークショップや討議を通して体験
してもらう。新任教師と熟達教師への聞き取
り調査も併せて行い、教職熟達度を指標化し、
教師力養成プログラムを開発するものであ
る。具体的は以下の 3 項目からなる。 
A.日独の学校における教育活動の企画運営
など現状の把握 
日本とドイツの小学校における教員の活動
全体を時間の量および質の観点から把握し、
教育活動の企画運営、推進状況を総覧し、日
独比較を行う。 
B.教職の経験値向上に係る効果的な要因の
特定と教職熟達度の指標化 
教育活動における自己のパフォーマンスに
ついて、日本、ドイツそれぞれの学校で、初
任者、中堅、管理職それぞれに一定期間実施
してもらい、その記録をもとにケーススタデ
ィを討議形式で行う。それをもとに経験値向
上に係る効果的な要因の特定と教職熟達度
の指標化を行う。 
C.教師力養成支援プログラムの開発 
教育活動の総覧図と、教職熟達度を組み合せ、
教師力熟達支援のプログラムを開発する。日
独の教員グループによる分析結果を基に、自
らの教育活動経験を反芻するための着眼点
のマッピング、自己のパフォーマンス分析の
作業を方法として確立することで、人類学的
思考法のトレーニングを組み込んだ支援体
制を構築し、教師のキャリア形成へのヴィジ
ョンを支援する。 
 
４．研究成果 
(1)教育的タクトによる、重要な観点の抽出
という働きは、自らの教育活動体験のパフォ



ーマンス分析と連動していることが、ビデオ
グラフィーおよび半構造化インタビュー、ま
た、教師自身による教育活動の振り返り（言
語化過程）を通して明らかになった。教師の
判断や決断を司る教育的タクトは、単発的に
は、教育活動における個々の場面において、
状況で求められる最も適切な行為を可能に
する専門的な能力（智恵）となって発現する。
その際、タクトは、それぞれの状況の背景に
ある様々な要素を取り出し、素早くその関連
性を読み取るとともに、適切な対処法を決定
する働きもしている。このような個々の判断
や決断の形をとって現われるタクトは、授業
実践、生徒指導など教育活動のあらゆる場面
に関係している。個々の場面での判断や決断
の観点は、自らの教育活動を振り返り、その
自分の熟達にとっての意味を取り出してく
る際に、重要な指標となってくることが、今
回の調査研究で明らかになった。それは、目
の前の状況を構成している様々な要素、例え
ば、年間計画のなかでの生徒集団が抱える現
時点での課題や、個々の生徒の近況、発達や
学習の度合い、保護者との関係の質、生徒間
での理解の状況など、一つ一つの場面は、そ
の奥に様々な教育的要素が織りなす網目の
上に成り立っている。この網目を瞬時に見極
める眼を育てていくためには、日ごろの教育
活動への取り組みに際して、自らの振る舞い
が生徒個々人や生徒集団、あるいは同僚、上
司など職場の仲間に対してどのような印象
を与えるメッセージを発しているかに対し
て、ある種の繊細なセンサーを磨いていかな
ければならない。それは自己の活動を相対化
する眼をもつことでもある。この相対化のま
なざしを、歴史・文化人類学では演技的行為
ないしパフォーマンスと呼んでいる。自己の
行為を相対的な観点で見つめるもう一つの
眼によって、自らの行動のもつ象徴的ないし
役割演技的意味に自覚的であることが可能
となる。この捉え方を通して、自らの教育活
動を振り返ることで、自らの活動体験のなか
から熟達に重要な意味をもつ観点を取り出
し、経験を意味づけ、自らの糧としていくの
である。ドイツ・ケルン市のインクルーシブ
教育実践校では、多様なニーズをもつ生徒集
団への対応方法について、教育技術や教育方
策として合理的にガイドラインとして示す
ことができる部分と、曖昧なままに見様見真
似で伝承されていくべき部分とが教員間で
整理されつつ、教員研修を通して常にその内
容を活性化していく仕組みがとられていた。
教育的タクトとして伝承されていくべき教
師の資質について、日本の学校では、そのほ
とんどが教師一人ひとりの名人芸と位置づ
けられがちで、教育活動の質を上げていく試
みが結果、業務に費やす時間の量的拡大に繋
がっている傾向が明らかになった。教育活動
における教育的タクトの働きを、不文律ある
いは名人技として埋もれたままにするので
はなく、伝承可能にする仕組み作りが重要で

ある。 
(2)教職の熟達過程において、授業実践、生
徒指導、学級経営それぞれで働く教育的タク
トは、決して独立したものではなく、教育活
動の基底において連携して働く関係にある
ことが、日独それぞれの学校での教育活動お
よびそれぞれの活動で必要とされる能力・技
能の分析を通して明らかになった。また、
日々の学校日常における教育活動の経験は、
さらに、教員相互の切磋琢磨を通して、また、
管理職となってからは教員の適材適所への
配置やコーチングなど、学校教師集団相互の
磨き合いがうまく機能しているかどうかに
よって、より豊かなものとなっていく。その
際、自らが教師としての熟達過程においてど
の程度のところにいるか自覚的な教師ほど、
自分の教育活動の強みと弱みとを常に把握
しつつ、他の教師のパフォーマンスから多く
の知見を得ていることも分かった。その際、
先輩教師が語る過去の失敗談や工夫した試
みなど体験談を聞くなかで、ただ漫然と聞き
流すのではなく、先輩教師自身が自らの経験
の中から教育上重要と思われるエッセンス
（論点）を取り出してきている点に注目する
ことができる教師ほど、自らの経験への振り
返りにそれを役立てることができているこ
とも半構造化インタビューから見えてきた。
経験から糧となる要素を抽出していくため
の技を身につける上で、経験の振り返りのた
めのタクトは重要な教師力であり、この論点
抽出と論点の関連づけの力は、個々の教育活
動の場面での瞬時の判断や決断とも深く関
わっている。 
(3) 教育的タクトは、状況の渦中において、
その後の展開を予想ないし予測することを
可能にする。それにより、教師は自分が現在
置かれた状況の渦中にあって、その状況に飲
み込まれてしまうことなく、自己の振る舞い
のもつ意味を相対化し、象徴的・役割演技的
意味を見出すことにより、ある種の落ち着き、
静けさ、余裕をもって行動することができる。
予測的感知は教育活動の渦中においてはも
ちろん、短期的には翌日の教育活動の予測的
イメージ化、長期的には、自らの教職熟達過
程全体のイメージ化でも重要となる。とりわ
け、この予測的な観点は、生徒にとって、生
徒集団にとって、年間・月間・週間の教育活
動全体にとって、さらに自らの教職熟達過程
にとって、どのように位置づくかという眼を
もつという意味で、個々の活動の準備段階、
目の前の活動の渦中、さらに活動の振り返り
の各段階において思いを巡らせることを可
能にしており、個々の経験を構造的に把握し
ていく上で必須の観点である。教師力養成の
ためには、この予測的感知を核とした経験把
握の構造化に基づいたプログラムを編成す
ることが肝要である。教師力は、知る
(know)・行う(do)・在る(be)の三要素をらせ
ん状に循環させていくなかで向上していく。
個々の経験のもつ意味を汲み取りつつ（知）、



予測的感知をもって、行動の渦中において自
らの行動をパフォーマンスとして相対化し
（行）、その体験を自らの経験マップに編み
込み、その経験マップから自らの仕事のスタ
イル・仕事の在り様（在）を常に座右のマッ
プ（観点・視座）として確保していくことで
ある。この教師力養成プログラムの遂行には、
先輩、同僚教師との相互の啓発や切磋琢磨の
研修体制が不可欠である。そのためには、学
校日常における教育活動の振り返りや評価、
教師自身のパフォーマンス分析のなかに組
み込む工夫が求められる。「チーム学校」と
しての機能強化の一環として、教師力養成プ
ログラムが効果的に位置づくための検証体
制も含めて、本研究成果については引き続き
検討していくことにしている。 
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